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9 鑑別するのが難しかった遷延する黄症の 1例
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消化器内科学分野*

症例は,39歳,男性 .主 訴 は心 磯 部痛,噛吐.

入院1ヶ月前より発熱や腹痛があったが,近医に

て対症的な処方を受け,改善 していた.しか し,

入院日の朝より前述の主訴を認め,採血にて肝機

能 ･胆道系酵素の上昇を認め,当科に紹介入院.

皮膚,結膜に黄痘あり,心磯部から右季肋部に圧

痛を認めた.採血では,B･C陰J阻 画像上,堰

のう内と総胆管に結石あり.禁食,補滴,薬剤の

中止を行い,さらに,ESTも施行 した.しか し,

GFrは改善 したが,総 ビリルビンは上昇を続け

た.追加検査にて,ANA陰性,各種ウイルスマー

カーに所見なし.よって,ANA陰性のAiHもし

くは薬物性肝障害と考えられた.その後,ステロ

イドパルス施行 し,総ビ リルビンの値 も断 髪に向

かった.肝生検も行ったところ,薬物性肝障害の

病理所見が得 られた,胆石 ･胆のう炎の合併によ

り,診断困薙な例であった.

をきた し た頓死 型虚血性腸炎の 1剖検例
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11 短M-HBe抗体陽性 (交叉反応)を示 し,普

明な肝機能障害を呈 したEBウイルスによる

伝染性単核球症の 1例

～過去 5年間の当院におけるF,liウイルス感

染による肝障害の実態～
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12 肝臓病診療においてチーム医療としての肝臓病

教室から得られうるアウトカムの期待と展望

-肝腹痛撲滅を目指して-
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13 飲酒性 ･非飲酒性脂肪肝 とメタポリックシ

ンドロームとの関連に関する疫学調査
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